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サポートを次のように定義した．“Social support is defined as information leading the 

















































































































図 2.2	 ソーシャルサポートの緩衝効果（浦，1992）  
	   





















	 このストレス緩和効果に注目した Cohen and Wills（1985）は，ソーシャルサポート研
究を概観し，ストレスフルな出来事と疾病の関係を和らげるソーシャルサポートのストレ







図 2.3	 ストレス相互作用モデルに及ぼすソーシャルサポートの影響（Cohen	 and	 	 
Wills，1985）	 
 

























































































図 2.4	 体育スポーツ領域におけるソーシャルサポート研究の動向	 
 
第 5 節	 スポーツ傷害におけるソーシャルサポート研究  
	 上述したように，SPORT Discus を用いて論文検索した結果，スポーツ傷害におけるソ
























































































競技停止期間が有意に短くなると示唆する研究が多い（例えば，Udry, 1997; Patterson and 
Smith, 1998）． 
	 しかし，一方でスポーツ傷害発生頻度・重症度とソーシャルサポートの関係を見出せな










































































































（1986）や Lynch（1988）などによって Kübler-Rossの臨死 5段階モデルとスポーツ傷害
後の情緒変容の関係が検証され，モデル適用の理論的根拠が得られてきた．また，McDonald 





























































































































て調査している研究も存在している．例えば， Ford and Gordon（1993）は，スポーツ理
学療法士がリハビリ期間中の受傷アスリートに対して，医者との間を取り持つ情報提供と
説明（情報的サポート）だけでなく，情緒的サポートも提供していたことを示唆している．
トレーナーに関して Born and Fry（2006）は，重篤なスポーツ傷害を負ったアスリートが
アスレティックトレーナーからのソーシャルサポートがあると知覚する時，彼らは提供さ
れたリハビリプログラムへの信頼を増加させると主張している．また，コーチやチームメ
























































































































6.1	 リハビリ過程に応じたソーシャルサポートの違い  






に減少したと言及している．そして Quinn and Fallon（1999）はリハビリを通して様々な
コーピング方略を用いており，行動的コーピングが他のコーピング方略よりも多く使用さ
れていたことを指摘している．一方で，Udry（1997）はリハビリを通して手段的コーピン
















































































































































































































































































	 ソーシャルサポート機能の分類は，Hardy et al.（1999）に則った．彼らはスポーツ傷害
におけるソーシャルサポートの機能を分類し，情緒的サポート，情報的サポート，道具的
サポートの 3 つのカテゴリーに分け，それぞれ 2 つもしくは 3 つの下位因子を設定してい
る．以下にそのカテゴリーおよび下位因子を記載する． 
	 情緒的サポート：Listening support（アドバイスや意見をひかえ傾聴する），Emotional 
comfort（慰めたり気にかけたりしてくれる），Emotional challenge（内省をかき立ててく
れる） 
































































































































































検討課題 3）	 受傷アスリートのリハビリ専心性へのソーシャルサポートの効果 




























































第 1 節	 本章の目的	 














































第 2 節	 方法	 
2.1	 調査協力者	 
	 体育会運動部に所属する 495 名の大学生アスリートに調査を実施し，記入漏れや記入ミ




2.2	 質問紙   
	 フェイスシート	 性別，年齢，学年，競技歴，受傷歴への記載を求めた．特に，受傷歴
は，調査日より 2 年以内に負った怪我で復帰までに 2 週間以上かかった怪我と限定し，そ
の時期，診断名，復帰までの期間についての回答を求めた． 
	 受傷後の情緒	 フェイスシートの受傷歴を記入したアスリートを対象に，受傷直後の情
緒についての回答を求めた．調査項目については，先行研究（例えば，Weiss and Troxel, 














































帰段階という 3段階の仮設状況を設定し調査することとした．  
	 仮設状況の設定に際して，まず Hoar and Flint（2008）の仮設状況を参考にし，簡略化
した素案を作成した．その後，仮設状況の妥当性を高めるために，競技スポーツにおいて





























































第 3 節	 結果	 
3.1	 受傷後の情緒	 
	 調査協力者 457名のうち，過去 2年以内の復帰までに 2週間以上を要した受傷経験のあ














競技意欲 -1.43 2.80 ＊＊
不安 2.57 2.49 ＊＊
焦り 2.56 2.36 ＊＊
孤立感 1.44 2.37 ＊＊
失望感 1.68 2.50 ＊＊
抑うつ 1.11 2.09 ＊＊
疲労感 0.51 2.36 ＊＊
注）受傷前の意欲や情緒を0とし，受傷後のそれぞ
れの変化量を示した．　**p<.01














































　M 　SD 　M 　SD 　M 　SD
父 3.16 1.16 3.07 1.20 3.02 1.16 5.791 ** 1>3
母 3.34 1.18 3.19 1.22 3.08 1.18 20.050 ** 1>2>3
親しい友人 3.33 1.19 3.35 1.20 3.26 1.15 2.473
チームメート 3.81 1.00 3.66 1.12 3.83 1.03 8.818 ** 1,3>2
学生トレーナー 3.72 1.01 3.69 1.07 3.82 1.05 4.549 ** 2<3




























　M 　SD 　M 　SD 　M 　SD
体験の共有 3.67 1.65 3.70 1.05 3.75 1.08 1.820
技術的助言 3.96 1.14 3.91 1.06 4.10 0.99 10.164 ** 1,2<3
評価 3.39 1.07 3.48 1.10 3.73 1.07 33.152 ** 1<2<3
傾聴 3.87 1.03 3.84 1.00 3.85 1.01 0.447
情緒的支援 3.52 1.09 3.59 1.12 3.59 1.07 2.086
慰め 3.48 1.17 3.42 1.63 3.28 1.10 10.791 ** 1, 2>3
物質的支援 3.67 1.07 3.57 1.01 3.45 1.05 15.520 ** 1>2>3














































































































表 3.8	 サポート内容とサポートの影響  
 
第 4 節	 考察	 
4.1	 受傷後の情緒	 
	 受傷前と受傷後の意欲や情緒を比較した結果，競技意欲は低下し，不安，焦り，孤立感，
体験の共有 技術的助言 評価 傾聴 情緒的支援 慰め 物質的支援 実践的支援 その他
家族 0 1 0 3 0 0 1 4 1
チームメート 6 6 0 19 5 1 3 13 1
部活以外の友人 0 0 0 4 1 0 1 2 0
コーチ 0 8 0 1 0 2 2 4 0
医療関係者 2 9 1 7 2 0 3 10 0
リハビリへの専心 早期復帰への願望 感謝・安心感・嬉しさ 支えの実感 自身の理解 動機づけ
体験の共有 4 2 0 0 1 1
技術的助言 6 7 5 1 4 1
評価 0 0 1 0 0 0
傾聴 13 6 2 5 4 4
情緒的支援 4 3 0 1 0 0
慰め 2 0 0 1 0 0
物質的支援 3 2 4 0 0 1
実践的支援 7 11 11 3 1 0





































































































































































































































第 2 節	 方法	 
2.1	 対象者	 
 80 




































































































第 3 節	 結果	 











3.1	 事例 A  
































































































図 4.1	 事例 A の主観的な気分の回復度とリハビリ専心性  
 












































































































































































































図 4.2	 事例 B の主観的な気分の回復度とリハビリ専心性  
 


































































































































































































































3.3	 事例 C 








































































3.4	 事例 D  
事例 D：男性，30歳，突発性大腿骨頭壊死症 






























	 まず，D には炎症を取り除くために，約 2 ヶ月の休養期間が設けられた．この障害のこ
 99 
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第 1 節	 本章の目的	 






































出せると回答したアスリート 414名（男性 236名，女性 178名）を最終的な分析資料とし
て用いた． 
 





















	 リハビリ専心性尺度	 3項目のリハビリテーションアドヒアレンス尺度（例えば，Fisher 





















































2.4	 統計処理  
	 それぞれの尺度に因子分析を行い，各尺度の因子構造，および尺度の信頼性・妥当性を










	 SEMの評価指標は，AIC（Akaike’s information criterion），GFI（Goodness of Fit Index），








とし，AGFI と GFI との差分が少ないほど適合が良いと判断されることに言及している．
そして，CFI，GFI，AGFI は 1 に近いほど適合度が良いとされる．さらに，山本（1999）
は RMSEAが.08以下であれば，モデルの適合度が高いと述べている．以上の理由から，モ
デルの適合度を評定する方法として AIC, GFI, AGFI, CFI，RMSEAを用いた．なお，分析
には SPSS Statistics 21.0と Amos 21.0を使用した． 
 


















受容得点 62.97 63.79 ＊
気づき得点 62.04 61.14
リハ専心得点 28.65 25.74 ＊＊
SS＝ソーシャルサポート　*p<.05,**p<.01
 120 





























































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性
10 お互いの気持ちや感情をわかり合える 0.742 -0.060 -0.008 0.505
11 忙しい時に手伝ってくれる 0.731 -0.129 0.131 0.536
17 一緒にいると心が落ち着ける 0.718 -0.021 0.019 0.511
12 本当に信頼できるアドバイスをしてくれる 0.679 0.207 -0.131 0.597
8 一緒に遊びに出かけたりする 0.673 -0.304 0.216 0.472
4 個人的な悩み事について話し合える 0.672 0.016 -0.098 0.426
23 クラブ内での人間関係の悩みについて聞いてくれる 0.671 -0.134 0.105 0.435
16 うまくいかない時，励ましてくれる 0.671 0.105 -0.071 0.503
13 あなたの性格を理解してくれる 0.655 0.056 0.006 0.473
7 あなたの成功を心から願ってくれる 0.640 0.046 -0.063 0.417
21 ライバルと認め合い，お互いに高め合える 0.639 -0.105 0.036 0.368
20 あなたのおかれた立場を理解し助けてくれる 0.630 0.146 -0.048 0.491
18 なぜあなたがうまくいかないのかを理解し助けてくれる 0.627 0.211 -0.019 0.563
24 あなたの成果を認めて評価してくれる 0.583 0.056 0.149 0.460
6 技術面でわからないことを教えてくれる 0.564 0.122 -0.061 0.382
3 困った時に助言してくれる 0.560 0.162 -0.116 0.396
9 あなたが今すべきことは何かを気づかせてくれる 0.527 0.144 -0.006 0.373
5 共通の趣味や関心をもっている 0.525 -0.059 0.086 0.285
22 部活や授業の連絡事項を知らせてくれる 0.517 -0.127 0.232 0.348
1 あなたの能力もしくは素質を重んじたり尊重してくれる 0.514 0.132 -0.155 0.315
15 あなたの能力を最大限に引き出すために，練習計画などで相談に乗ってくれる 0.484 0.319 -0.106 0.461
19 あなたのためを思って叱咤激励してくれる 0.478 0.163 0.043 0.350
2 雑談などをして楽しいときを過ごす 0.472 0.025 -0.041 0.223
27 一人ではできないことがあった時，手伝ってくれる 0.444 0.076 0.194 0.337
14 一緒にお酒を飲んだりして，気晴らしになる 0.412 -0.143 0.165 0.199
29 あなたのリハビリのメニューを計画してくれる -0.093 0.865 0.054 0.685
30 自分の身体を評価してくれる 0.039 0.764 0.173 0.641
28 あなたの怪我の診断をしてくれる -0.022 0.715 0.162 0.544
26 必要な時に物を与えてくれる 0.023 0.151 0.789 0.685






































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性
1※ 早く復帰したいと思い，焦っている 0.719 -0.250 -0.038 -0.056 0.354
7※ チームから離れて練習することが苦痛である 0.671 0.033 0.119 -0.153 0.431
21※ 自分の現状にイライラしている 0.562 0.170 0.013 0.030 0.481
17※ 怪我をしてしまったことに後悔している 0.557 0.093 -0.120 0.103 0.439
9※ 怪我によって気分が滅入っている 0.492 0.115 0.097 -0.008 0.337
20※ 現状から逃げ出したい気分である 0.401 0.340 0.071 0.056 0.500
24※ 今でも怪我のことをくよくよ考え，動き出せないでいる -0.129 0.717 0.034 -0.137 0.385
10※ 先が見えない状況である 0.091 0.590 -0.009 0.148 0.515
5※ 復帰できるかどうか不安である 0.123 0.539 0.024 -0.077 0.363
12※ 怪我に対する理解が不十分である -0.137 0.466 -0.137 0.031 0.142
16※ 怪我をしていないときの自分に固執している 0.155 0.453 -0.011 -0.141 0.272
22※ いつ復帰できるのかが曖昧だと感じている 0.287 0.357 -0.117 0.157 0.409
19 チームメートとよく話をする 0.095 -0.136 0.852 -0.010 0.660
15 チームの話題に溶け込めている 0.144 -0.085 0.756 -0.014 0.535
11 自分はチームの一員だと感じている 0.062 0.089 0.541 0.191 0.476
23 チームの集まり（例えば，ミーティング）には必ず参加している -0.335 0.114 0.484 -0.166 0.338
6 今できることに取り組もうとしている -0.256 0.025 0.368 0.263 0.303
4 怪我を前向きに捉えている 0.082 -0.092 0.023 0.646 0.424
2 復帰までの道のりが明確にイメージできている -0.257 0.080 0.014 0.635 0.388
8 怪我とうまくつきあっていけると思っている 0.161 -0.139 -0.093 0.634 0.393
18 復帰後の自分がイメージできる -0.051 0.007 0.184 0.542 0.390
3.628 3.536 2.531 2.654












































5 チーム内での立ち位置が理解できる 0.705 -0.131 0.387
3 競技での目標を再確認している 0.677 -0.028 0.433
12 競技への関わり方が良い方向に進んでいる 0.604 0.048 0.407
4 怪我をしたことによって自分の新たな一面に気づき始めている 0.585 0.077 0.410
13 怪我をしたことによって自分のプレー面の長所が分かる 0.465 0.189 0.374
18 競技をしている理由が明確になっている 0.445 0.216 0.377
1 痛くなる動きや痛くならない動きが自分の中で明確になっている 0.417 -0.029 0.158
7 受傷部位の安全な可動域が分かる 0.353 0.073 0.165
17 怪我によって色々な人たちと関わりを持つようになっている -0.118 0.877 0.640
16 自分自身について考える機会が増えている 0.010 0.578 0.342
14 選手以外の人と話すことが多くなっている -0.039 0.561 0.286
8 自分だけでなくチームの関係者にも目が向く 0.184 0.497 0.408































3.2	 モデル適合度の検討  
	 まず，ソーシャルサポート尺度の合計得点を平均値で SS（ソーシャルサポート）高群・
低群に分け，各尺度の合計得点を対応のない t 検定で比較したところ，受容尺度







4 自分なりに工夫してリハビリに取り組んでいる 0.798 -0.042 0.598
6 リハビリに対して，最大限努力している 0.728 0.130 0.666
5 与えられたリハビリメニュー以外にもリハビリを行っている 0.685 -0.117 0.383
3 自分のリハビリメニューをしっかりこなせている 0.662 0.183 0.622
2※ リハビリをさぼってしまっている -0.137 0.979 0.810
8※ リハビリしに行くのが苦痛である 0.090 0.412 0.224




























AGFI=.789, CFI=.709, RMSEA=.156であり，適合度が高くなかった（図 5.1）．一方，気










　　　M 　　　SD 　　　M 　　　SD
受容 64.41 11.433 61.37 9.353 ＊＊
気づき 49.88 6.271 43.87 7.095 ＊＊
















図 5.2	 気づきを介在変数としたモデル	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第 1 節	 本章の目的	 
	 検討課題 4 においては，ソーシャルサポート享受によるリハビリ（本章では，セルフケ
ア行動や筋力トレーニング等の復帰に向けた主体的な取り組みをリハビリと位置づける），
ならびに競技との関わり方といった「対処行動」への影響を心理相談事例から検討する．






















































面接内容（第 1回~第 10回）を順に記した． 


























	 本事例は 3 年次の新学期が始まって間もないころに Th の研究室を訪れた（紹介者（所
属運動部の先輩：以下 E）と話し，一度 Th に相談してはどうかと勧められた）．以後，週









	 Y は，「現在週 1，2 回ハリ治療に通っている．痺れがでるほどではない．またレントゲ
ンでの異常もないが，生活するのがつらい．イヤな痛み．練習状況に関係なく毎日のよう







第 2 回：このセッションでは，前回の面接（特異とも思える症状の訴え方）より，Thは Y
の心気症やパーソナリティの特異性を疑い，ロールシャッハ・テストを施行しており，相
談時間の多くをそれに費やしている． 





































































































	 面接終了後，別れ際に Y は「Th の部屋を見るといつも夜遅くまで電気がついています
ね」と語った．この言及より Y の中に Th がサポーティブな他者として位置づいたのでは
ないかと想像した． 


















































第 3 節	 考察	 
	 本章の目的に沿って，紹介した相談過程を振り返り，討議を行う．	 
	 10 セッションにおける Y のカウンセリングでは，「痛み」に関わる訴えと同時に，対人






後，その背景にある Y の心理面の変化について考察する．相談過程について，便宜的に Y
の「痛みの訴え」，「ソーシャルサポート環境」，「痛みへの対応（セルフケア）と競技との

































































































































































































習している（第 5 回）」，「できるだけケアに注意するようにしている（第 7 回）」，「昨日 9
時まで大学に残ってトレーニングしていた．時間的に空いているし，体力的にも大丈夫．
かなりウェイトトレーニングをやった（第 8回）」というセルフケア行動を積極的に行うよ






























チームメート（Corbillion et al., 2008），コーチ（Podlog and Dionigi, 2010），トレーナー
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第１節	 本研究の要約と結論  
	 受傷アスリートのリハビリ過程におけるソーシャルサポートのリハビリ専心性への効果






























	 検討課題 2 では，調査面接事例を通してソーシャルサポート享受によるリハビリ専心性
の向上をもたらす心理要因を検討した．ここでは，ソーシャルサポートとリハビリ専心性
の間に，スポーツ傷害の受容と気づきという 2 つの心理要因が介在するといった仮説設定
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●怪我を負ってない時の平均的な意欲、情緒を	 0	 として回答してください。 
上記以外の心理的ダメージがありましたら、（	 ）内にその内容を記述し、怪我をしていない時を	 0	 と
して回答してください。 
 






















サポート内容	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 サポートを与えてくれる人物 
1、 体験の共有 	 	 １	 ‐	 ２	 ‐	 ３	 ‐	 ４	 ‐	 ５  
2、 技術的助言 	 	 １	 ‐	 ２	 ‐	 ３	 ‐	 ４	 ‐	 ５  
3、 評価	  	 	 １	 ‐	 ２	 ‐	 ３	 ‐	 ４	 ‐	 ５  
4、 傾聴	  	 	 １	 ‐	 ２	 ‐	 ３	 ‐	 ４	 ‐	 ５  
5、 情緒的支援 	 	 １	 ‐	 ２	 ‐	 ３	 ‐	 ４	 ‐	 ５  
6、 慰め	 	 	 	 	 	 １	 ‐	 ２	 ‐	 ３	 ‐	 ４	 ‐	 ５  
7、 物質的支援 	 	 １	 ‐	 ２	 ‐	 ３	 ‐	 ４	 ‐	 ５  
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【2】ここでは，2 年以内に 2 週間以上の怪我を負っていない方に怪我の状況をイメージしていただきま











































































































【5】ここでは，リハビリテーション中期（例えば，全治 5 ヶ月の怪我であれば，3 ヶ月頃）の状況に
ついてお聞きします。あなたは以下に示した 24項目の内容について，どの程度当てはまりますか？（仮説状
況を想起して回答いただく方は，段階 2：リハビリテーション期においてどの程度当てはまると想像します
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